
令和6年12月23日

協議会名：

評価対象事業名：

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

Ⅰ系統　日積地区

・運行主体、運行事業者、自治
体が連携し、運行状況の情報
共有を図った。

A
計画どおり事業は適切に実
施された。

A
月平均利用者数は目標200
人/月に対し、223人/月だっ
た。

利用者数が少ないダイヤにつ
いては、ニーズの把握に努め
目標達成を目指す。

Ⅱ系統　大畠地区

・運行主体、運行事業者、自治
体が連携し、運行状況の情報
共有を図った。

A
計画どおり事業は適切に実
施された。

A
月平均利用者数は目標180
人/月に対し、186人/月だっ
た。

利用者数、運行数が少ないダ
イヤについては、ニーズの把握
に努め目標達成を目指す。

Ⅲ系統　伊陸地区

・運行主体、運行事業者、自治
体が連携し、運行状況の情報
共有を図った。

A
計画どおり事業は適切に実
施された。

A
月平均利用者数は目標150
人/月に対し、160人/月だっ
た。

利用者数、運行数が少ないダ
イヤについては、ニーズの把握
に努め目標達成を目指す。

柳井第一交通㈱ Ⅳ系統　阿月地区

・運行主体、運行事業者、自治
体が連携し、運行状況の情報
共有を図った。

A
計画どおり事業は適切に実
施された。

A
月平均利用者数は目標120
人/月に対し、162人/月だっ

た。

利用者数、運行数が少ないダ
イヤについては、ニーズの把握
に努め目標達成を目指す。

柳井三和交通㈱

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

柳井市地域公共交通協議会

地域公共交通確保維持改善事業費補助金（地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金）
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